
担当部局

会計

予算現額 14,293,005,000 円

決算額 13,753,891,433 円

翌年度繰越額 0 円

不用額 539,113,567 円

市の独自性

独自性の根拠

新規・継続

「令和元年度事業」

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期
■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

令和元年度　事業成果説明書

市民部　国民健康保険室、健康福祉部　地域保健室

特別会計　国民健康保険事業費

国府支出金＋市（ルール分）

市条例

継続
■根拠条文
国民健康保険法、箕面市国民健康保険条例、同条例施行規則、高齢者の医療の確保に
関する法律

■位置づけられた市の個別計画

■事業内容（計画）
・保険給付事業
・保健事業
・被保険者の適正な資格管理
・保険料の賦課・収納業務

■実施事業の課題の整理（総括）
　引き続き、適正な資格管理及び保険給付、特定健診の受診促進などの保険事業の推
進、令和６年度の大阪府国保完全統一を見据えた適正な保険料賦課及び収納率向上に
取り組みながら、国民健康保険事業の健全な運営を図ります。

　国民健康保険料（当
初）賦課を行いまし
た。

・高齢受給者証（一斉
　更新分）の発送を行
　いました。
・箕面市国民健康保
　険運営協議会を開
　催しました。

　被保険者証（一斉更
新分）の発送を行い
ました。

　箕面市国民健康保
険運営協議会を開催
しました。

■実施結果
・国民健康保険制度の広域化により、大阪府と箕面市がともに保険者となり、国民健康
　保険の運営を行いました。
・国民健康保険事業として、保険給付事業、保健事業、保険料の賦課・収納整理、被保険
　者の資格管理等を行いました。
・箕面市医療保健センターに特定保健指導を委託し、306人に初回面接を実施しました。
・一般会計からの繰り入れ、保険料率の改定等で、国民健康保険財政の健全化に努め、
　長年の懸案事項であった累積赤字が解消しました。
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１　総　　　　　 務 　　　　　費

１　総　　務　　管　　理　　費

特 別 職 （人） 0 

一 般 職 （人） 13 

給 料 （円） 38,247,867 

職 員 手 当 等 （円） 30,953,295 

計 （円） 69,201,162 

（円） 14,627,483 

（円） 83,828,645 

（単位：円）

１　総　　　　　 務 　　　　　費

１　総　　務　　管　　理　　費

658,500 

1,800,000 

4,884,773 

1,302,240 

4,676,861 

437,142 

16,743,779 

450,000 

30,953,295 

令和元年度　給与費明細書

款

項

共 済 費

合 計

令和元年度　職員手当等明細書

款

項

扶 養 手 当

管 理 職 手 当

地 域 手 当

通 勤 手 当

時 間 外 及 び
休 日 勤 務 手 当

住 居 手 当

期 末 勤 勉 手 当

児 童 手 当

計

職
員
数

給
与
等

職
員
手
当
等
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